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けいはんな学研都市における
スタートアップ支援・事業化支援活動

～けいはんなリサーチコンプレックスの活動事例～
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けいはんな学研都市

 立地施設数：142（研究施設＋研究開発型産業施設）

 研究者数・職員数：9,828人（学生：18,909人）
(2018年度末現在)
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けいはんな学研都市
（関⻄文化学術研究都市）
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スマートシティの構築（環境・エネルギー、ヘルスケア、セキュリティ、
モビリティ等）を目指し、地域住民の積極的な参加と協力を得ながら革新
的技術の社会実証を展開

豊富な住民参画プロジェクト実績

住民
社会実証装置
としての
住民参画

スマートエネルギー

スマートビル地域エネルギーマネジメントの実証

次世代エネルギー・社会
システム実証プロジェク
ト（平成22～26年）
• 地域の家庭等（約1,000

世帯）が参加
• 企業も参加しながら、エネ

ルギーの需給状況を街全体
で把握しマネジメントする
技術の実証試験を推進

国家

国家戦略特区制度による
ワイヤレス給電、自動運
転の実証

精華町ワイヤレ
ス充電実証事
業・木津川市 街
灯スマート化 実
証事業 （平成
29年～）
• 地元自治体も各種

実証事業に積極的
に参加

スマートモビリティ

無意識生体計測＆検査によるヘルスケア

“健康キャラバン” によ
る地域住民健康見守り活
動（平成23～27年）
• 延べ8,000名の住民が参加
• 地域医師会・薬剤師会の協

力のもと、開発した健康度
測定技術を活用

スマートヘルスケア

機能性成分を自在に調整
できる野菜栽培

スマート
アグリ

街灯スマート化＋ネットワーク防犯カメラ
による安心安全なまちづくりのモデル実証

セキュリティ＋行政サービス
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リサーチコンプレックス
推進プログラムとは？
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・地域に集積する産・学・官・金のプレイヤーが共同で：オープンイノベーション
・5年後、10年後からその先に実現される地域の姿と

社会的価値を「ビジョン」として掲げ：バックキャスティング
・国内外の異分野融合による最先端の研究開発、成果の

事業化、人材育成を一体的かつ統合的に展開する
ための複合型イノベーション推進基盤として
のリサーチコンプレックスを成長・発展させ：エコシステム構築（自立化）

・地方創生にも資する ：アウトカム
ことを目的とします。

JSTのHPより
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けいはんなＲＣのゴール

今までけいはんなで培ってきた技術の上にi-Brain x ICTを重層化し、事業創
出の仕組みをイノベーションエコシステムに進化させることで、人のココロ
に寄り添う「超快適」な「次世代型スマートシティ」の実現を目指す
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けいはんなＲＣの構成とねらい
 「ココロの豊かさ」を創出する技術開発により新たな事業を創生

 大学・研究機関・企業・ベンチャ－・地域住民との共創により、
グローバルなけいはんなイノベーション・エコシステムを構築

 「人が渦巻くけいはんな」、「高収益事業が生まれるけいはんな」、
「世界へ飛翔するけいはんな」の実現を目指す

JSTのHPより
（一部改変）

ｉ－Ｂｒａｉｎ：ヒトの心理・行動・脳・生体情報データ解析
に基づいてココロを定量的・客観的に捉える技術群

ATR, NVCC

NICT

同志社大

学研推進機構
ATR
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2018年度末現在

けいはんなRC参画機関（45機関）

企業26社、研究機関2機関、大学・高専11機関、団体・自治体等6機関
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グローバル連携ネットワーク

グローバル人材
交流支援

事業化プロジェクト
創出支援

コミュニティ形成
・ブランド構築

スタートアップ支援

けいはんなＲＣの事業化支援活動
「国内外の連携による多彩な座組み (コンプレックス) 支援」×「住民参加の実証
フィールド」をキラーシステムとして確立、オープンイノベーションを促進

個別プレーヤの質・数の向上、プレーヤ間の連携強化

行政研究機関・大学企業 ベンチャー 住民 × ×××グローバル ×
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グローバル連携の構築状況
～ 2019.4末現在 ～

国内161機関(18都府県)、国外100機関*（12ヵ国）の
合計261機関との連携・協力関係を構築（ *個人含む）

シリコンバレー
（８機関）

ニューヨーク
（12機関）

スペイン
（14機関）

イスラエル
（41機関）

中国
（3機関）

・京都(19), 大阪(48), 奈良(6)
兵庫(3), 滋賀(2)

・東京(69), 神奈川(2), 北海道(1) 
千葉(1), 茨城(1), 山梨(1)

・愛知(1), 山口(1), 長崎(1), 沖縄(2)
長野(1),新潟(1), 香川(1)

（161機関）

その他
（２機関）フランス

（4機関）

カナダ
（８機関）

ベルギー
（1機関）

アンドラ
（1機関）

インド
（2機関）

イギリス
（２機関）

韓国
（１機関）

スタートアップ支援
2019.3 MOU締結

アイルランド
（１機関）

スマートシティ
2017.11 MOU締結

ブレインテック
2019.1 MOU締結

AI/ロボット
2019.4 MOU締結
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 高いイノベーション力 ：成長の流れをつくる

 高い成長性 ：成長の流れに乗る

 けいはんなRCとの高い親和性：成長のパートナーとなる

グローバル連携３原則
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Barcelona Activa（BA）
とのMOU締結

１．日時：2017年11月15日

２．場所：バルセロナ Fira Barcelona

３．概要：Smart City Expo World Congress 2017
・調印者：BA, ATR
・内容：スタートアップ交流、人材交流
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１．日時：2019年1月15日

２．場所：エルサレム キングデイビッドホテル

３．概要：日本・イスラエル ビジネスフォーラム
・調印者：KRI、ATR、IIA
・内容：イノベーション推進及び産業分野での

研究開発の連携協力に関する覚書

イスラエルイノベーション庁（IIA）
とのMOU締結
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Entrepreneurs Roundtable Accelerator
（ERA）とのMOU締結

１．日時：2019年3月11日

２．場所：ニューヨーク ERA社

３．概要：ERA特別プログラム2019
・調印者：ATR、NRC
・内容：スタートアップ企業への支援に関する協力覚書
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１．日時：2019年4月28日

２．場所：オタワ ジョン・マクドナルドビル

３．概要：安倍首相カナダ訪問ミッション
・調印者：ATR、NRC
・内容：産業技術分野における協力体制の確立と

相互の研究開発活動の促進に関する協力覚書

カナダ国立研究機構（NRC）
とのMOU締結
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スタートアップ支援プログラム

 グローバルアクセラレーションプログラム(KGAP)とグローバルピッチング
サイト(STARTUPS)によりスタートアップの事業化・グローバル展開を支援

 選出されたスタートアップに対し、ニューヨークのERA、Barcelona 
Activaの特別プログラムを実施
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ビジネスピッチ KVeCS
～ Keihanna Venture Championship ～
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KVeCS2018については、
 ピッチ企業：約３割が関西以外（山形、宮城、東京、神奈川等）から登壇
 聴講者：北九州、徳島、山形、北海道、広島、茨城、沖縄からも参加
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ERA特別プログラム

優秀２社＋3社に5日間のERA特別プログラムを実施、NYの投資家から
の投資・事業展開を支援（4日目のピッチイベントには、NYのエンジェ
ル・投資家等約100名が参加）
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 日本のスタートアップとグローバルマーケット・投資家をつなぐゲートウェイ
 2018年4月24日開設後、現在までに73社掲載

グローバルピッチングサイト
～ STARTUPS ～

 主なコンテンツ
・２分間ピッチビデオ
・ページ閲覧情報
（ランキング、国別）

・投票（いいね！）
・クチコミ・コメント
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けいはんな・バルセロナStartups連携
～インバウンド・アウトバウンド活動～

・ブース出展
・ピッチ会
・B2Bミーティング

5 Startups

3 Startups

MoU締結@2017.11

参加者64名

参加者187名

 バルセロナStartups３社（京都Smart City Expo2018@けいはんな）、けいはんな
Startups５社（Smart City Expo World Congress2018@バルセロナ）でビジネ
ス展開活動を実施

 バルセロナへのスタートアップ選出にあたり、Barcelona Activaとの連携により
STARTUPSを活用
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事業化プロジェクト創出支援プラットフォーム

- KOSAINN: Keihanna Open Global Service Platform for Accelerated Co-Innovation -

□企業等の課題解決を目的としたグローバルオープンイノベーション
による事業化プロジェクト創出プラットフォーム

□2018年度は、イスラエル、シリコンバレーとの協働を含む6件の
プロジェクトを同時進行で実施し、プラットフォーム化
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イスラエル

シリコンバレー

KOSAINN GOIPJの実施状況（１）
(2018.10.22-24)

20

学問的な裏付けを持つ感情計測や簡易脳活動計測等の先端技術を背景としたグ
ローバルベンチャー企業と参画企業等とのマッチング、住民等の参画によるPOC、
ピッチイベント・展示会への参加を通じてプロジェクト創出に取り組む

GOIPJ：グローバルオープンイノベーションPJ
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KOSAINN GOIPJの実施状況（２）
(2018.10.25-26)

１．ピッチイベント：外部機関との共催により２回開催

２．けいはんな情報通信フェアへの出展：外部機関との協働

３．Ｂ２Ｂミーティングの実施

参画企業、外部企業等との連携、2件の新KOSAINNプロジェクト創出

参加者129名

参加者70名
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The Elegant Monkeys (TEM) 社
とのMOU締結

１．日時：2019年1月16日

２．場所：テルアビブ TEM社

３．概要：TEM社訪問（日本・イスラエル ビジネスフォーラム）
・調印者：KRI、ATR、TEM
・内容：バイタルデータからストレスレベルを客観化するTEM社

のAI技術「Kenko Technology」の活用に関する協力覚書
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大規模実証実験の開始・共同実施契約の調印
～ATR・東レ建設・TEM～

１．大規模実証実験の目的
高床式砂栽培作業者のストレス状況について、定量的に確認する

２．共同実施契約の調印
・調印日：2019年5月23日

けいはんなRC－イスラエル・イノベーション庁協力覚書締結記念
Japan-Israel Innovation Forumの場で調印

・調印場所：リーガ・ロイヤルホテル大阪
・調印者：ATR・東レ建設・TEM
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イベント開催状況 ～ 2019.6末現在 ～

 91回のイベントを企画・開催、参加者数4,642名 (内, 企業67％)
 内、スタートアップ関連53回、参加者3,125名 (内、企業70%)
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コワーキングスペース Unicorn
 起業家、技術者、クリエーターが自由に集い、作業することが可能な

けいはんなRC初の有料コワーキングスペース
 2018.6.26オープニングイベント開催
 会費収入による自立運営

けいはんなRCイベント5回 自主開催イベント12回
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＊

ビジネス系

研究系

* Internship program that universities across Canada join

グローバル人材交流プログラム
- けいはんなインターナショナルインターンシッププログラム -

参加企業の提携大学へのインターンシップ募集・受入れを外国人受入れで豊富な
経験と実績をもつATRがサポートするプログラム

[参考] ATRの外国人研究者受入実績 (2018年度末現在)：2,652(66ヵ国),  平均：23%

(欧州35％, アジア・中東33％, 北米19％, 南米7%, アフリカ4%, オセアニア2％)  
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2018年度に構築済の
グローバル連携スキーム

けいはんなＲＣと各海外機関との２国間の線的連携
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けいはんなRC

2019年度に構築を開始する
グローバル連携スキーム

グローバルスタートアップのKGAP＋を経由した面的な多国間連携
（Keihanna RC as a Global Startup Hub）

イスラエル

バルセロナ 米国
（NYC, SV）
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カナダ

その他の国
(インド、
フランス等)

＋
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新たなスタートアップ育成・支援プログラム
KGAP＋：Keihanna Global Acceleration Program Plus

 けいはんな学研都市の特長的プログラムの戦略的融合・再構成（自立化視野）

 プログラム概要

・国内外のスタートアップが参加：10社(国内5社＋国外5社)／Batch

・マッチング、メンタリング、セミナー、ピッチ会等をOnline & Offlineで実施

・日本企業とのPOC または PILOTをゴール

Batch １
・アクセラレーション

・POC / PILOT

Jul
22 - 26

Batch 1 Kickoff
@けいはんな KGAP+ WEEK

@けいはんな

・Batch 1 Demo Day
・Batch 2 Kickoff

Batch ２
・アクセラレーション

・POC / PILOT

Batch 2 Demo Day
@けいはんな

Sep 30
- Oct 4 Dec

9 - 13

カナダ、ニューヨーク、イスラエル
バルセロナ、シリコンバレー、日本
のスタートアップ等が参加予定

2019年11月 2020年3月（予定）
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国内外5社
国内外5社

国内外10社

国内外10社



ATR & Keihanna Research Complex. All Rights Reserved (2019) 

ご清聴ありがとうございました

Keihanna-rc.jp 
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